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ソフトウェア開発におけるテスト労力最適配分問題  

編集後記  

⑳「自己責任」という言菜を良く耳にするようになり  

ました．そこで，この言葉の意味を自分なりに解釈し  

てみました．「自己責任」とは「情報が公開されてい  

る，対象物（例えば金融商品）があり，それを利用す  

るには何らかのリスク（例えば株価の下落による損  

失）を伴うことが分かっている．このような状況のも  

とで，それを利用するか否かの意思決定を他人に委ね  

るのではなく，利用者が主体となって，リスクを承知  

の上で判断すること」ではないでしょうか．（「自己責  

任」の意味を国語辞書で調べてみたのですが，最新版  

の辞書ですら掲載されていませんでした。最新の流行  

語（？）なのですね．）  

⑳先日，この「自己責任」に相当する経験をしました．  

自宅用のPC（パーソナルコンピュータ）を自作した  

のです．メーカ製のPCを購入した場合，メーカによ  
る保証があるため（勿論保証期間内での話ですが），  

不具合があればその責任をメーカに問うことができま  

す．しかし，自作の場合，部品毎の保証はありますが  

それらを組合せて作成したPC自体には何の保証もあ  

りません．部品の調達から組立，OSのインストール  

まで，作業全体にリスクがあり，動作の保証は自分自  

身で行うしかありません．しかし，「自作」という言  
葉の響きに魅せられて自作の決意（大袈裟ですね）を  

してしまいました．この意思決定は，文字どおり「自  

己責任」を前提としたものに該当するのではないでし  

ょうか．（不安は沢山ありましたが，結局，何の問題  

もなく安定して桜勤しています．）  

⑳さて，「1999年7の付く月＝今月」は，皆さんもご  

存知のように「恐怖の大王が地球に降りてくる月」と  

のことです．果たしてこのようなことが起こるのでし  

ょうか．諸説存在するようですが，どの説を信じるか  

は「自己責任」で．  

⑳最後に少し宣伝を！本誌掲載の「OR学会だより」  

は，本年度よりOR学会のホームページ（http：／／  

www．orsj．or．jp）でもご覧頂けるようになりました．  

インターネットによる情報発信の利点である「即時  

性」を生かして，これからも提供情報を充実させてい  

く予定です．ご期待ください．ただし，掲載情報の利  

用は「自己責任」でお願いいたします！（猿渡康文）  
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